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千年カルテ概要

各地に存在する地域連携プロジェクトを統合する役目



千年カルテ概要

「病院」「クリニック」「薬局」「検診」「パーソナルヘルスレコード」のデータを統合する役目
「データ共有」「地域連携」「患者サービス」の役目



千年カルテ概要
患者サービス
★スマホアプリで自分のデータを管理
★「おくすり手帳」が不要
★「検査結果」がグラフで分かる

「災害時」「緊急時」に役立つ
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gEHR基盤 （ISO13606)
千年カルテ
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回線費用は
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RADの役割

①病院、クリニック、の電子カルテから
データ（SSMIX）を収集
②収集したデータをRAD.DCへ送信
③RAD.DC内DBに保存
④データをMMLに変換
⑤MMLデータをアップローダへ送信
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b)  地域連携システム(MUCS-care)の場合
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回線費用は
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回線費用は
参加機関が負担

RADの役割

①情報共有システム（MUCS-care）の管理
運営
②共有データをRAD.DC内DBに保存
③データをMMLに変換
④MMLデータをアップローダへ送信

①

② ③ ④



地域包括ケアシステムの実現に向けて政府は２０２０年を目処に法律の整備を行っています。
EHR基板構想は標準化コードでデータを集める仕組みで、クリニックから大規模まで参加が可能です。
データが標準化されていることからデータの二次利用が可能で、患者サービスにも貢献できます。

（事例）－３ 地域医療ネットワークと患者サービスについて
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千年カルテデータの参照と活用
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